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学　校　行　事　《 第３学期 》

第２学年沖縄修学旅行

１月８日　始業式
　　９日　２年 実力養成講座（～２月２２日）
　　１５日　２年 総進コース 志望理由書講座
　　１８日　実用英語技能検定（１・２年全員受験）
　　２０日　３年 大学入学共通テスト自己採点
　　２２日　推薦入学試験（総進・特進）
　　２３日　１年 特進コース 記述模試
　　　　　２年 特進コース 記述模試（～ ２４日）
　　２５日　総合型・学校推薦型選抜 合格者報告会
　　２９日　２年 総進コース 志望理由書サポート
２月６日　２年 特進コース

　　　　　　大学入学共通テスト模試（～７日）
　　１０日　第１回一般入学試験（総進・特進）
　　１１日　第２回一般入学試験（総進・特進）

　　１３日　芸術鑑賞会
　　１４日　１・２年 総進コース 日大チャレンジ模試
　　２１日　３年生を送る会
３月１日　第７４回卒業証書授与式
　　２日　ブライトン語学研修（３年生希望者・～１７日）
　　４日　１・２年 学年末試験（～７日）
　　９日　新入生招集日
　　１０日　１・２年 答案解説授業（～ １１日）
　　１１日　一般選抜合格者報告会
　　１９日　令和６年度修業式
　　２２日　春期外部特別講座（～ ２７日）
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泰
一
郎
学
長



卒業おめでとう
令和６年度 第74回卒業証書授与式

令和７年３月１日（3）

生
徒
会
功
労
賞

○
生
徒
会
長

Ｆ

村
上

統
美（
北
町
中
）

○
生
徒
会
副
会
長

Ｂ

河
野

里
奈（
三
鷹
二
中
）

○
学
級
委
員
会

Ｄ

前
田

雅
仁（
三
鷹
一
中
）

○
風
紀
委
員
会

Ｇ

松
原

敬
太
郎（

東
久
留
米
東
中
）

○
厚
生
委
員
会

Ａ

𠮷
野

朔
人（
三
鷹
一
中
）

○
部
活
動
運
営
委
員
会

Ａ

髙
下

達
也（
青
葉
台
中
）

○
選
挙
管
理
委
員
会

Ｃ

井
上

綾
乃（
三
鷹
二
中
）

○
鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員
会

Ｄ

直
吉

淳
樹（
浅
間
中
）

○
体
育
祭
実
行
委
員
会

Ｈ

海
老
澤

頼
蔵（
府
中
三
中
）

○
編
集
委
員
会

Ｊ

白
土

結
衣
香（
南
六
郷
中
）

○
図
書
委
員
会

Ｆ

野
村

耀
生（
桜
道
中
）

部
活
動【
体
育
系
】

○
ス
キ
ー
部

Ｈ

牛
山

陽
登（
西
生
田
中
）

Ｉ

山
下

小
柚
妃（
旭
中
）

○
陸
上
競
技
部

Ｂ

荒
井

勇
介（
狭
山
西
中
）

○
野
球
部

Ｇ

小
田
桐

拓
真（
住
吉
中
）

○
サ
ッ
カ
ー
部

Ｈ

須
賀

凉
汰（
第
三
砂
町
中
）

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｅ

亀
井

康
成（
大
泉
学
園
桜
中
）

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｃ

平
良

想（
府
中
五
中
）

○
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

Ｃ

松
田

遼（
清
瀬
中
）

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

Ｅ

阿
藤

和
彩（
府
中
六
中
）

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｉ

関
根

那
瑠（
井
田
中
）

○
テ
ニ
ス
部

Ｊ

小
俣

智
己（
宮
上
中
）

　
　
　

渡
辺

ほ
な
み（
晴
海
中
）

○
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

Ｂ

清
水

芳
将（
篠
崎
中
）

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

Ｆ

髙
岡

紗
楽（
赤
塚
三
中
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

Ａ

佐
々
木

総
太（
奈
良
中
）

Ｃ

望
月

桜
乃（
鶴
川
二
中
）

○
剣
道
部

Ｊ

砂
子

健
太（
小
金
井
一
中
）

○
弓
道
部

Ａ

礒
邉

勇
汰
郎（
井
田
中
）

Ｇ

横
山

苑
伽（
馬
込
中
）

○
空
手
道
部

Ｃ

中
田

煌
輝（
相
原
中
）

Ｈ

寺
島

理
奈（
小
松
川
一
中
）

○
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

Ａ

中
川

颯
真（
瑞
雲
中
）

Ｅ

尾
形

薫
子（
花
小
金
井
南
中
）

部
活
動【
文
化
系
】

○
写
真
部

Ｃ

樋
口

奈
央
子（
大
宮
北
中
）

○
放
送
部

Ｃ

井
上

綾
乃（
三
鷹
二
中
）

○
サ
イ
エ
ン
ス
部

Ｊ

原
田

辰
輝（
北
沢
中
）

○
情
報
部

Ａ

大
澤

瑞
希（
向
陽
中
）

○
英
語
部

Ｃ

田
邉

葵（
日
吉
台
中
）

○
演
劇
部

Ｉ

渡
邉

心（
千
葉
花
園
中
）

○
吹
奏
楽
部

Ｇ

髙
田

り
の（
戸
越
台
中
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

Ｈ

益
子

み
の
り（
大
阪
港
南
中
）

○
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
部

Ｊ

土
田

桃
子（
西
宮
中
）

○
茶
・
華
道
部

Ｉ

永
野

陽
菜（
有
明
西
学
園
）

○
料
理
部

Ｉ

坂
口

玲
来（
浅
草
中
）

○
書
道
部

Ｅ

田
中

紗
葵（
七
生
中
）

同
好
会

○
ダ
ン
ス
同
好
会

Ａ

関

珠
季（
松
濤
中
）

団
体
功
労
賞

放
送
部

テ
ニ
ス
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

空
手
道
部

ス
キ
ー
部

【
そ
の
他
か
ら
の
表
彰
】

東
京
都
知
事
よ
り
表
彰

東
京
都
知
事
賞

　
　
（
副
賞

東
京
都
私
学
財
団
賞
）

　
　
Ｊ

長
尾

歩
実（
調
布
七
中
）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
よ
り
表
彰

会
長
表
彰

　
　

Ｆ

村
上

統
美（
北
町
中
）

東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰

体
育
優
良
生
徒

　
　

Ａ

中
川

颯
真（
瑞
雲
中
）

　
　

Ｅ

尾
形

薫
子（

花
小
金
井
南
中
）

優
秀
校

　
　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部（
女
子
）

　
　

空
手
道
部（
女
子
）

優
秀
選
手

　
　

Ｄ

稲
葉

啓
太（
品
川
学
園
中
）

　
　
　
　

佐
藤

弘
夏（
神
代
中
）

　
　

Ｅ

尾
形

薫
子（

花
小
金
井
南
中
）

東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
よ
り
表
彰

文
化
活
動
優
良
生
徒

　
　

Ｃ

島
倉

優
月（
宮
内
中
）

　
　

Ｄ

柱
本

周
大（
稲
城
六
中
）

杉
並
区
よ
り
表
彰

杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
顕
彰

　
　

Ａ

中
川

颯
真（
瑞
雲
中
）

　
　

Ｅ

尾
形

薫
子（

花
小
金
井
南
中
）

　
　

Ｄ

佐
藤

弘
夏（
神
代
中
）



令和７年３月１日 （4）

素
直
な
心

学
校
長

川

原

容

子

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
学
時
、
ど
ん
な
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て

い
ま
し
た
か
？

楽
し
く
挑
戦
し
て
や
り
抜
け
ま
し
た
か
？

も
ち
ろ
ん
、
厳
し
く
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た

の
は
想
像
で
き
ま
す
が
、
あ
な
た
た
ち
の
姿

や
日
々
の
活
動
か
ら
、
三
年
間
良
く
取
り
組

ん
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
部
活
動
・
委
員
会
・
行
事
な
ど
を
通

じ
て
、
人
を
慮
る
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、と
て
も
素
晴
ら
し
く
、

尊
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
『
文
武
両
道
の
実
践
』
を
学
校
教

育
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
や
り
く
り
を
し

て
、
文
と
武
を
求
め
て
い
く
こ
と
は
、
言
う

ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
あ
な
た
た
ち
は
自
分
と
向
き
合
い
努
力

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
漕
ぎ
出
す
世
界
に
は
、
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
厳
し
さ
も
待
ち
受
け

て
い
ま
す
。
希
望
や
夢
は
打
ち
砕
か
れ
、
心

が
折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
勇
気
を
奮
い
起
し
て
立
ち
向
か

い
、
鶴
高
で
の
三
年
間
を
糧
に
す
れ
ば
、
道

は
必
ず
拓
け
ま
す
。

人
の
真
価
は
、
窮
地
に
陥
っ
た
時
に
問
わ

れ
る
も
の
で
す
。

窮
地
に
陥
っ
た
時
、
目
の
前
の
こ
と
に
囚

わ
れ
、
素
直
さ
を
忘
れ
て
い
る
こ
と
に
、
気

付
か
さ
れ
た
こ
と
が
、
私
自
身
も
幾
度
か
あ

り
ま
す
。
何
か
一
つ
で
も
囚
わ
れ
て
し
ま
う

と
、
物
事
を
正
し
く
判
断
で
き
な
く
な
り
ま

す
。何

事
を
す
る
に
し
て
も
、『
素
直
な
心
』

が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

素
直
さ
を
失
う
と
、
卑
屈
に
な
り
、
心
が

曇
り
ま
す
。
素
直
な
心
は
、
真
実
を
映
し
出

す
鏡
で
す
。

未
来
の
社
会
は
、
良
く
も
悪
く
も
劇
的
に

変
わ
り
、
様
々
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く

と
予
想
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
一
万
年
以
上
前
か
ら
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
素
晴
ら
し
い
脳
を
持
つ
人
類
で
す
。

各
自
が
つ
く
り
出
し
て
し
ま
っ
た
課
題
や

困
難
に
も
、『
素
直
な
心
』
を
持
っ
て
立
ち

向
か
え
ば
、
必
ず
我
々
の
叡
智
で
解
決
出
来

な
い
こ
と
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

人
類
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
も
、
世
代

は
違
い
ま
す
が
、
お
互
い
一
緒
に
歩
き
な
が

ら
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

改
め
て
、
あ
な
た
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
幸
せ
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

縁
に
感
謝

学
年
主
任

齋
藤

純
（
理
科
）

ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
約
一
三
七
億
年
、
地
球

が
誕
生
し
て
約
四
六
億
年
、
そ
の
時
間
に
比

べ
る
と
私
た
ち
の
生
き
て
い
る
時
間
は
一
瞬

と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
一
瞬

の
う
ち
の
三
年
間
を
あ
な
た
達
と
一
緒
に
過

ご
せ
た
縁
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
出

会
っ
た
方
々
も
こ
れ
か
ら
出
会
う
方
々
も

き
っ
と
何
か
の
縁
が
あ
っ
て
繋
が
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
大
人
に
な
る
と
ひ
と
り

で
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
の
で
全
て
自
分
で

解
決
で
き
る
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
困
っ
た

時
は
良
い
縁
を
頼
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
思
い
出
を
本
当

に
あ
り
が
と
う
。
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る

よ
う
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
、
い
つ
も
チ
ャ
ン
ス
だ
！

Ａ
組
担
任

鹿
野

雄
大
（
数
学
科
）

入
学
式
の
日
、
黒
板
に
書
い
た
言
葉
で
あ

る
。
数
学
の
参
考
書
「
チ
ャ
ー
ト
式
」
の
巻

頭
言
の
言
葉
で
も
あ
る
。
私
は
ど
こ
で
間
違

え
た
の
か
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら

な
い
。こ
ん
な
と
き
や
る
こ
と
は
た
だ
一
つ
。

ひ
た
す
ら
前
に
戻
る
こ
と
だ
。
焦
ら
ず
に

じ
っ
く
り
と
。
も
う
同
じ
間
違
い
を
し
な
い

よ
う
に
。
時
に
は
全
体
を
見
渡
し
、
時
に
は

複
数
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
、
新
し
い
や
り

方
を
覚
え
て
前
に
進
ん
で
い
く
。
こ
れ
か
ら

は
答
え
の
な
い
問
い
に
多
く
直
面
す
る
だ
ろ

う
。
学
び
続
け
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
を

養
い
、前
に
進
ん
で
い
こ
う
。「
は
じ
ま
り
は
、

い
つ
も
チ
ャ
ン
ス
だ
！
」
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
君
た
ち
の
新
し
い
旅
路
に
幸
あ
れ
。

ご
卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

Ｂ
組
担
任

東
條

剛
（
国
語
科
）

皆
さ
ん
と
と
も
に
今
日
こ
の
日
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
、大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「
若
き
日
の
思
い
は
、
時
の
試
練
に
も
耐

え
う
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

鶴
高
で
抱
い
た
夢
や
希
望
、
経
験
は
決
し

て
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
君
た

ち
の
道
標
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
道

標
を
頼
り
に
、
大
空
高
く
ま
で
羽
ば
た
い
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

言葉の花束



令和７年３月１日（5）

卒
業
お
め
で
と
う
！

Ｃ
組
担
任

加
藤

寛
典
（
英
語
科
）

高
校
生
活
を
振
り
返
り
、
皆
さ
ん
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
時
間
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

仲
の
良
い
友
人
や
楽
し
い
思
い
出
は
、
高

校
時
代
な
ら
で
は
の
宝
物
で
す
。
友
人
や
思

い
出
は
日
常
を
彩
り
、
心
を
豊
か
に
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
お
金
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
慌
た
だ

し
い
日
々
が
待
っ
て
い
て
も
、
大
切
な
も
の

を
忘
れ
ず
、
充
実
し
た
人
生
を
歩
ん
で
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
門
出
を
心
よ
り
祝
福
し
ま

す
。

時

Ｄ
組
担
任

大
舘

尭
春
（
数
学
科
）

今
の
君
は
、
思
考
力
・
吸
収
力
・
身
体
能

力
な
ど
様
々
な
分
野
で
人
生
の
ピ
ー
ク
を
過

ご
し
て
い
る
。
今
の
私
が
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
て
も
、
同
じ
こ
と
を
同
じ
時
間
だ
け

十
八
歳
の
自
分
が
挑
戦
し
た
ら
も
っ
と
多
く

の
能
力
を
手
に
入
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え

れ
ば
、今
の
君
が
無
駄
に
過
ご
し
た
一
日
と
、

数
十
年
後
の
君
が
無
駄
に
過
ご
し
た
一
日
の

価
値
は
同
じ
だ
ろ
う
か
。
大
人
は
皆
「
今
し

か
で
き
な
い
こ
と
」
の
強
要
を
し
て
く
る
だ

ろ
う
。
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
意
味
が
理
解
で
き
た

か
い
。
少
な
く
と
も
今
日
の
君
は
明
日
の
君

よ
り
若
い
。
幸
運
を
。

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

Ｅ
組
担
任

井
上

陽
介（
地
歴
公
民
科
）

卒
表
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
年
間
の
高
校
生
活
は
、
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、
た
く

さ
ん
の
出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
色
々
な
経
験
を

積
み
、
皆
さ
ん
は
成
長
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。大

学
に
行
く
と
、
世
界
が
さ
ら
に
大
き
く

広
が
り
ま
す
。
直
接
人
と
人
と
が
触
れ
合
う

出
会
い
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
多
様
な

価
値
観
や
背
景
を
持
つ
多
く
の
人
と
の
交
流

を
通
じ
、
さ
ら
に
幅
広
い
経
験
を
積
ん
で
豊

か
な
人
生
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
ま

で
の
友
人
も
未
来
の
友
人
も
大
切
に
。

幸
せ
に
な
っ
て
ね

Ｆ
組
担
任

齋
藤

直
子
（
英
語
科
）

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
、
と
て
も

愛
お
し
く
感
じ
ら
れ
る
三
年
間
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
間
違
っ
た
と
き
は
全
力
で
叱
り
、

良
い
こ
と
を
し
て
も
大
き
く
は
褒
め
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人

生
、幸
せ
は
た
だ
手
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、

自
分
で
追
い
求
め
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

未
来
が
光
り
輝
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
の
大
好
き
な
映
画
よ
り
、

"Y
ou got a dream

… Y
ou gotta protect 

it.If you w
ant som

ething, go get it."

卒
業
お
め
で
と
う
。

社
会
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

Ｇ
組
担
任

津
田

寛
行（
保
健
体
育
科
）

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。「
規
制
か
ら
自
制
へ
」
こ
れ

か
ら
君
た
ち
が
生
き
抜
く
社
会
は
、
思
い
描

く
以
上
に
困
難
で
す
。
人
生
は
甘
く
な
い
。

学
生
時
代
の
苦
労
な
ど
比
較
で
き
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
自
由
の
裏
に
は
常
に

責
任
が
問
わ
れ
、
一
度
の
失
敗
で
信
頼
を
失

う
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

し
っ
か
り
と
芯
を
持
っ
て
、
周
り
に
流
さ
れ

ず
に
謙
虚
に
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

何
事
も
簡
単
に
手
に
入
る
も
の
は
、
簡
単

に
手
放
し
が
ち
で
す
。
逆
に
困
難
に
立
ち
向

か
い
苦
労
し
て
手
に
い
れ
た
も
の
は
、
大
切

に
守
り
ま
す
。
あ
な
た
の
人
生
で
す
か
ら
、

人
の
評
価
を
気
に
し
な
い
で
、
勉
強
、
仕
事
、

恋
愛
、
家
族
、
こ
れ
か
ら
先
の
人
生
で
ラ
ク

を
し
な
い
で
、
じ
っ
く
り
と
丁
寧
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
ま
た
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
人
に
は
必
ず
味
方
や
仲
間
が
現
れ
ま

す
。
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
下

を
向
か
ず
に
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
く
だ

さ
い
。

三
年
生
の
皆
さ
ん
と
出
会
え
た
こ
と
、
ま

た
素
敵
な
青
春
に
携
わ
れ
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
三
年
間
楽
し
い
時
間
を

あ
り
が
と
う
。是
非
素
敵
な
大
人
に
な
っ
て
、

鶴
高
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
に

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
改

め
て
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
初
の
質
問

Ｈ
組
担
任

松
田

房
之
（
芸
術
科
）

今
日
、
あ
な
た
は
空
を
見
上
げ
ま
し
た
か
。

空
は
遠
か
っ
た
で
す
か
、近
か
っ
た
で
す
か
。

雲
は
ど
ん
な
か
た
ち
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

風
は
ど
ん
な
匂
い
が
し
ま
し
た
か
。

あ
な
た
に
と
っ
て
、
い
い
一
日
と
は
ど
ん
な

一
日
で
す
か
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
、

今
日
、
あ
な
た
は
口
に
し
ま
し
た
か
。

時
代
は
言
葉
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
―

あ
な
た
は
言
葉
を
信
じ
て
い
ま
す
か
。

（
長
田

弘
）

言
葉
を
信
じ
て
、
人
を
信
じ
て
、
自
分
を

信
じ
て
。

未
来
は
必
ず
明
る
い
で
す
。

あ
な
た
の
幸
せ
を
ず
っ
と
願
っ
て
い
ま

す
。

自
分
に
自
信
を
失
く
し
た
時
の
処
方
箋

Ｉ
組
担
任

千
葉

佑
佳
（
国
語
科
）

基
本
的
に
人
間
は
視
点
で
し
か
物
が
見
え

な
い
。
他
人
の
目
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
い
ろ
ん
な
人
に
優
し
く
あ
り
た

い
け
ど
、
見
え
て
い
る
範
囲
で
動
け
ば
ど
う

や
っ
て
も
自
分
本
位
だ
。
だ
か
ら
、
本
を
読

む
。
本
を
読
む
と
、
時
間
と
空
間
を
超
え
て

誰
か
の
目
で
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
者
の
世
界
を
少
し
だ
け
理
解
で
き
る
。
そ

う
や
っ
て
小
さ
な
部
屋
か
ら
違
う
世
界
に
飛

び
出
す
こ
と
は
、
君
に
は
い
つ
だ
っ
て
可
能

だ
。
そ
う
考
え
れ
ば
ど
ん
ど
ん
新
し
い
人
に
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出
会
っ
て
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
じ
っ
と
部

屋
で
本
を
読
ん
で
世
界
を
見
つ
め
る
こ
と

も
、
実
は
本
質
的
に
は
同
じ
だ
。

一
人
で
静
か
に
何
か
を
考
え
た
り
す
る
の

も
、
君
に
は
大
事
な
時
間
だ
よ
。
一
番
身
近

な
他
者
は
自
分
自
身
だ
。
自
分
と
向
き
合
う

こ
と
で
君
は
、
世
界
の
深
い
と
こ
ろ
に
到
達

す
る
。

一
見
す
る
と
キ
ラ
キ
ラ
し
た
他
人
の
生
活

に
目
を
奪
わ
れ
て
卑
屈
に
な
ら
ず
、
君
は
君

の
や
り
方
で
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
く
だ
さ

い
。

水
が
好
き
な
ら

Ｊ
組
担
任

髙
間

大
輔
（
英
語
科
）

If you like w
ater, you already like 

70%
 of m

e. 

サ
ン
キ
ュ
ー
探
究
！

卒
業
お
め
で
と
う
！

副
担
任

徳
田

あ
ゆ
み
（
国
語
科
）

皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
高
校
生
活

で
し
た
か
？
皆
さ
ん
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

一
緒
に
学
べ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
沢
山
の
人
と
の
出
会
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
出
会
い
に
も
一
つ

と
し
て
無
駄
な
も
の
は
な
く
、
影
響
を
与
え

て
変
化
を
与
え
て
く
れ
る
素
敵
な
出
会
い
の

は
ず
で
す
。
出
会
え
た
「
人
」
と
の
縁
に
感

謝
し
て
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
あ
な
た
の
ご
両
親
が
一
番
の
サ

ポ
ー
タ
ー
。
家
族
、
友
人
知
人
、
先
生
方

…
…
沢
山
の
応
援
団
に
囲
ま
れ
愛
さ
れ
て
い

る
あ
な
た
「
自
身
」
の
こ
と
も
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
ね
。
信
じ
る
道
を
一
直
線
に
突
き

進
み
、
素
晴
ら
し
い
明
日
を
育
ん
で
い
け
ま

す
よ
う
に
。
鶴
高
応
援
団
の
一
人
と
し
て
心

か
ら
あ
な
た
の
幸
せ
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

祝
・
卒
業
！

副
担
任

桐
田

知
典
（
地
歴
公
民
科
）

鶴
高
で
の
三
年
間
は
い
か
が
で
し
た
か
？

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
度
に
色
々
な
人
か
ら
助
け
ら
れ
た
か
と
思

い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
こ
と
わ
ざ
に
こ

ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
道
を
聞
く
人
は
、
迷
わ
な
い
。」

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
困
っ
た
時
は
、
一
人

で
悩
ま
な
い
で
、
人
に
頼
る
勇
気
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。

社
会
に
出
る
と
い
ろ
ん
な
つ
ま
ず
き
に
出

く
わ
す
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
ダ
＝

ヴ
ィ
ン
チ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。「ど

こ
か
遠
く
へ
行
き
な
さ
い
。
も
っ
と

全
体
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。」

そ
の
物
事
か
ら
離
れ
て
み
る
と
、
意
外
と

つ
ま
ず
い
て
い
る
こ
と
が
小
さ
く
見
え
て
く

る
こ
と
も
あ
る
も
の
で
す
。
一
つ
に
こ
だ
わ

ら
な
い
で
、
い
ろ
ん
な
面
か
ら
見
て
み
て
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
人
生
の
主
役
は
「
あ
な
た
」
で

す
！
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

次
の
道
に
進
む
人
た
ち
へ

副
担
任

林

優
希
（
地
歴
公
民
科
）

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、「
良
か
っ

た
な
」
と
か
「
嬉
し
い
な
」
と
か
、
そ
う
い

う
瞬
間
や
経
験
が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
幸
せ
で
い

て
ほ
し
い
で
す
。

た
だ
、「
良
か
っ
た
な
」も「
嬉
し
い
な
」も
、

そ
の
反
対
に
あ
る「
辛
い
な
」や「
悲
し
い
な
」

な
ど
の
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
感
じ
ら
れ

る
も
の
で
す
よ
ね
。
こ
の
三
年
間
の
な
か
に

も
き
っ
と
、「
辛
い
」
や
「
悲
し
い
」
が
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。自
力
で
乗
り
切
っ
た
り
、

助
け
て
も
ら
っ
た
り
。よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
ね
。

す
べ
て
の
経
験
や
感
情
が
、
皆
さ
ん
の
人

生
を
彩
り
ま
す
よ
う
に
。
た
と
え
意
味
を
問

う
時
間
が
長
く
な
っ
た
と
し
て
も
、「
あ
の

辛
い
も
悲
し
い
も
、
人
生
の
な
か
の
“
ま
ぁ

よ
か
っ
た
”に
繋
が
る
も
の
だ
っ
た
の
か
な
」

と
、
い
つ
か
思
え
ま
す
よ
う
に
。

皆
さ
ん
と
ご
縁
の
あ
っ
た
一
人
と
し
て
、

そ
っ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

自
他
へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、

そ
の
と
き
は
必
ず
訪
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。

鶴
高
の
三
年
間
は
何
色
で
し
た
か
？

副
担
任

新
藤

隆
夫
（
数
学
科
）

皆
さ
ん
の
鶴
高
三
年
間
は
何
色
で
し
た

か
？ボ

ク
の
高
校
時
代
は
、
病
気
と
闘
い
、
進

路
に
迷
い
、
恋
に
溺
れ
、
受
験
に
敗
れ
た
暗

黒
の
三
年
間
で
し
た
。
で
も
、
鶴
高
で
過
ご

し
た
三
十
八
年
間
は
薔
薇
色
で
し
た
！

そ
れ
は
皆
さ
ん
と
出
会
え
た
か
ら
。

こ
れ
か
ら
色
々
な
経
験
を
し
て
目
の
前
が

真
っ
暗
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
。
驕お

ご

ら
ず
悲
観

せ
ず
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

ボ
ク
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
卒
業
で
き
て
幸

せ
で
す
♡

素
直
で
謙
虚
な
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も

副
担
任

谷
口

富
太
郎
（
英
語
科
）

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
と

は
違
い
、
一
日
中
学
校
に
拘
束
さ
れ
る
生
活

で
は
な
く
な
り
ま
す
。
自
由
な
時
間
は
増
え

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
間
を
ど
の
よ
う

に
使
う
か
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
が

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
地
域

か
ら
集
ま
る
人
た
ち
と
の
出
会
い
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
人
と
交
流
し
、
価

値
観
の
多
様
性
を
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
素
直
で
謙
虚
な
気
持

ち
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。「
実
る
ほ
ど

頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」
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大
人
に
な
ん
か
な
る
も
ん
じ
ゃ

な
い
け
ど
ケ
セ
ラ
セ
ラ

三
年
Ｉ
組

渡
邉

心
（
花
園
中
）

こ
れ
は
私
の
好
き
な
曲
の
一
節
で
、「
大

人
に
な
ら
な
け
れ
ば
」
と
焦
っ
て
い
た
私

を
立
ち
止
ま
ら
せ
て
く
れ
た
言
葉
で
す
。

こ
の
曲
を
初
め
て
聞
い
た
高
校
一
年
生
の

頃
の
私
は
、「
大
人
に
な
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
礼
儀
を
身
に
つ
け
た
り
、
社
会
の

型
に
は
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
と
思
い
込

ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
当
は
も
っ

と
柔
軟
性
が
あ
る
こ
と
だ
と
気
付
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
土
台
に
し
な
が

ら
、
興
味
を
持
っ
た
も
の
へ
自
由
に
挑
戦

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
「
大
人
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
、
鶴
高
で
私
が
得
た
大
き

な
学
び
は
、「
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
い
い
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
学
校
代
表
と
し

て
出
場
し
た
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

満
足
の
い
く
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
部
長
と
し
て
演
劇
部
を
運

営
し
て
い
く
中
で
、
後
悔
す
る
場
面
を
何

度
も
経
験
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
の
上
手
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と
は
「
０
点
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ス
ピ
ー
チ
に
向
け
て
努
力
し
た
時
間

や
、
準
備
不
足
を
実
感
で
き
た
こ
と
は
、

次
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
演
劇
部
の
仲
間
た
ち
と
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
助
け
合
え
た
こ
と
も
、
と

て
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
成
功
に
も

失
敗
に
も
価
値
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
意
欲
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
鶴
高
で
の
学
び
が
、
こ
れ
か

ら
様
々
な
こ
と
へ
自
由
に
挑
戦
す
る
力
を

与
え
て
く
れ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
私
ら
し
い
「
大
人
」
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

楽
し
く
充
実
し
た
三
年
間
を
支
え
て
く

だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

進
学
先
：
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科

　
　
　
　
演
技
コ
ー
ス

一
人
じ
ゃ
な
い

三
年
Ｇ
組

宮
崎

い
ち
は（松

が
谷
中
）

私
の
高
校
生
活
は
、
自
分
を
成
長
さ
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
周
り
の
人
の
大
切
さ
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
、
と
て
も
充
実
し

た
も
の
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

私
が
入
部
し
た
吹
奏
楽
部
は
思
っ
て
い

た
以
上
に
忙
し
く
、
家
に
い
る
時
間
よ
り

も
部
活
の
活
動
時
間
の
方
が
長
い
と
い
う

生
活
を
続
け
て
き
た
。
こ
こ
で
壁
と
な
っ

て
く
る
の
が
勉
強
と
部
活
の
両
立
で
あ

る
。
よ
く
、
時
間
は
全
員
に
平
等
に
与
え

ら
れ
て
い
て
ど
う
使
う
か
は
自
分
次
第
で

あ
る
、
と
聞
く
。
そ
こ
で
私
は
自
分
が
選

ん
だ
部
活
の
忙
し
さ
を
勉
強
の
言
い
訳
に

し
な
い
よ
う
、
暗
記
物
は
就
寝
前
に
確
認

し
、
翌
朝
通
学
中
の
電
車
で
復
習
す
る
生

活
を
心
掛
け
た
。
ま
た
、朝
早
く
登
校
し
、

自
習
す
る
な
ど
、
時
間
を
上
手
く
使
え
る

よ
う
計
画
を
立
て
な
が
ら
勉
強
を
習
慣
化

さ
せ
た
。

私
に
は
自
分
を
奮
い
立
た
せ
る
た
め
に

聴
く
曲
が
あ
り
、
そ
の
曲
に
は
こ
の
よ
う

な
歌
詞
が
あ
る
。

「
ど
う
せ
跳
ぶ
な
ら
高
く
」

や
る
か
ら
に
は
中
途
半
端
に
は
や
ら
な

い
。
跳
べ
る
だ
け
高
く
跳
ん
で
や
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
で
勉
強
と
部
活
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
の
結
果
、
勉
強
で
は
良
い
成

績
を
収
め
て
自
分
の
行
き
た
い
進
学
先
に

進
む
こ
と
が
で
き
た
。
部
活
で
は
最
後
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
や
最
優
秀
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
い
つ
も

強
気
で
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
う

し
て
も
逃
げ
出
し
た
い
時
も
あ
っ
た
。
そ

ん
な
時
、
私
を
踏
ん
張
ら
せ
て
く
れ
た
の

は
辛
い
こ
と
も
楽
し
い
こ
と
も
共
に
経
験

し
て
き
た
友
達
で
あ
る
。
私
の
や
る
気
が

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
察
し
て
話
を
聞

い
て
く
れ
た
り
、
私
に
足
り
な
い
こ
と
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
た
り
し
た
。
一
人
じ
ゃ

な
い
と
思
え
た
事
は
本
当
に
力
に
な
っ

た
。
一
緒
に
戦
っ
て
き
た
友
達
に
感
謝
を

伝
え
た
い
。

ま
た
、
友
達
だ
け
で
は
な
く
先
生
や
家

族
に
も
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
自
分
の
進

路
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
く

れ
た
り
、
母
は
毎
日
お
弁
当
を
作
っ
て
く

れ
た
り
と
、
私
が
充
実
し
た
高
校
生
活
を

送
れ
た
の
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
支
え
ら
れ

て
い
た
か
ら
だ
。

  
︱
三
年
間
の
思
い
出

　
　
　

そ
し
て
後
輩
た
ち
へ
︱

卒
業
生
の
言
葉
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自
分
を
見
て
く
れ
て
い
る
人
は
必
ず
い

る
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も

全
て
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

進
学
先
：
日
本
大
学
芸
術
学
部

　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
学
科

目
標
に
向
か
っ
て

三
年
Ｃ
組

島
倉

優
月
（
宮
内
中
）

私
は
高
校
三
年
間
、
様
々
な
人
に
支
え

ら
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
ず
、
私
に
は
高
校
入
学
前
か
ら

獣
医
師
に
な
る
と
い
う
将
来
の
目
標
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
、
一
年
生
の

頃
か
ら
学
業
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
動
や
委

員
会
な
ど
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
た
。

学
業
に
関
し
て
は
、
自
分
の
納
得
の
い

く
結
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
常
に
努
力
し

て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
毎
回
の
授
業
で

少
し
で
も
理
解
で
き
な
い
部
分
が
あ
っ
た

時
、
友
達
や
先
生
に
質
問
し
、
そ
の
日
の

う
ち
に
解
決
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
自

分
の
得
意
な
範
囲
、
苦
手
な
範
囲
を
分
析

し
て
優
先
順
位
を
決
め
、
テ
ス
ト
に
向
け

て
自
分
に
合
っ
た
学
習
計
画
を
立
て
る
こ

と
を
意
識
し
て
行
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た

日
々
の
積
み
重
ね
が
定
期
テ
ス
ト
の
点
数

に
繋
が
り
、
希
望
し
た
大
学
へ
の
推
薦
合

格
に
繋
が
っ
た
。
今
後
も
、
コ
ツ
コ
ツ
と

努
力
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。三

年
間
所
属
し
て
い
た
放
送
部
で
は
、

多
く
の
経
験
と
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
中
で
も
、部
活
の
友
達
と
共
に
、

大
会
に
向
け
て
作
品
を
制
作
し
た
経
験
が

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
。
チ
ー
ム
で
た
く

さ
ん
話
し
合
い
、
試
行
錯
誤
し
て
作
っ
た

作
品
が
東
京
都
大
会
一
位
に
選
ば
れ
た
時

の
喜
び
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

最
後
に
、
私
が
こ
う
し
て
自
分
の
目
標

に
向
か
っ
て
挫
折
せ
ず
に
一
歩
前
進
で
き

た
の
は
、
親
身
に
な
っ
て
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
や
、
応
援
し
て
く
れ
た
友

達
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
家
族
の
お
か

げ
だ
と
思
う
。
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
で
も
ま
だ
ま
だ
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
り
続
け
た
い
。

進
学
先
：
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

　
　
　
　
獣
医
学
科

何
事
に
も
全
力
で

三
年
Ａ
組

境

翔
汰
（
山
内
中
）

鶴
高
で
は
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
三
年

間
を
過
ご
し
た
。

新
た
な
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
大
変
だ
っ

た
入
学
当
初
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な
友
達

に
た
く
さ
ん
救
わ
れ
た
。
近
く
の
席
の
人

た
ち
が
と
て
も
面
白
く
、
す
ぐ
に
打
ち
解

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
谷
翔
平
選
手
の

試
合
速
報
で
一
喜
一
憂
す
る
ク
ラ
ス
、
教

壇
の
上
で
何
人
か
が
歌
っ
て
盛
り
上
が
る

ク
ラ
ス
、
男
女
両
方
の
声
が
飛
び
交
う
賑

や
か
な
ク
ラ
ス
。
い
つ
ど
の
階
ど
の
棟
に

居
て
も
楽
し
い
鶴
高
だ
っ
た
。
そ
ん
な
鶴

高
生
だ
が
、
休
み
時
間
が
終
わ
る
と
授
業

に
集
中
し
て
黙
々
と
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
こ
の
よ
う
な
メ
リ
ハ
リ
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
鶴
高
の
三
年
間
は
楽
し
か
っ

た
の
だ
と
思
う
。
鶴
高
を
ひ
と
こ
と
で
表

せ
ば
『
全
力
で
何
事
に
も
取
り
組
む
』
と

い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
て
い

る
。
所
属
す
る
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
、
困
難

な
状
況
に
直
面
し
た
際
、
対
話
を
す
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
た
。
色
々
な
意
見
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
で
新
た
な
視
点
を
持

ち
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
対

話
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
た
。

ま
た
、
後
輩
達
に
は
、
鶴
高
の
『
様
々

な
空
間
』
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
高
校
生

活
は
、
自
分
達
で
楽
し
み
を
見
つ
け
、
成

長
す
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。
多
種
多
様

な
人
と
関
わ
り
、
対
話
を
し
て
様
々
な
も

の
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
。
全
力
で
取
り

組
ま
な
い
こ
と
が
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て

し
ま
う
年
頃
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
行

動
は
後
か
ら
振
り
返
る
と
も
っ
た
い
な
い

時
間
に
感
じ
て
く
る
は
ず
だ
。
と
に
か
く

全
力
で
！

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
な
三
年
間
で
し

た
。
寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
後
輩
、
み

ん
な
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
学
先
：
上
智
大
学
理
工
学
部

　
　
　
　
情
報
理
工
学
科
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第２学年沖縄修学旅行

令和６年12月に実施された２学年の修学旅行
は「平和学習」と「自然・環境理解」を大きな
目的として実施された。５日間のおもな行程は
以下の通りである。

１年前から説明会を始め、２年次の１学期か
ら現地とオンラインでつないだ事前学習にも取
り組んできた。ひめゆり平和祈念資料館に奉納
した千羽鶴は、修学旅行委員を中心に２学年の
生徒全員で作成した。

じわじわと高まる修学旅行への期待は現地で
ピークに達した。沖縄の特異な自然環境に感激
する声、初めて体験するアクティビティに歓喜
する声、戦争の痛みや傷には声を失い、沖縄が
抱える米軍基地問題では現状を知れば知るほど
解決が困難であると気づき唸り声がこぼれる。
まさに五感をフル稼働させ、全身で沖縄を味わっ
た盛り沢山な修学旅行であった。

残念ながら天候に恵まれず東京かと思うほど
寒い日もあったり、早朝に起床しすぐに移動が
始まる盛り沢山なスケジュールの５日間であっ
たが、体調不良者なく全行程を終えることがで
きた。この修学旅行の実施に関わったすべての
方々に心から感謝申し上げたい。

１日目
沖縄本島で平和学習（沖縄戦）
ひめゆり平和祈念資料館、旧海軍司令部壕

２日目
沖縄本島で平和学習（米軍基地問題）、国際通り自主研修
　Ａコース　　普天間基地見学
　ＢＣコース　琉球大学でのグループワーク、
　　　　　　　嘉数高台見学
　Ｄコース　　嘉手納基地フィールドワーク

３日目
石垣島または竹富島で自然・環境学習
川平湾グラスボート、やいま村、竹富島フォトラリー

４日目
石垣島、西表島、黒島等でのコース別体験学習（全
７コース）

５日目
石垣島または竹富島で自然・環境学習
川平湾グラスボート、やいま村、竹富島フォトラリー

平和学習（沖縄戦・琉球大学）
中島　理愛（２Ｈ・中野七中）

私は平和学習の一環で嘉数高台と琉球大学に
行きました。嘉数高台では普天間基地が一望で
きました。上空の飛行機の音が思ったよりも大
きく、近所に住んでいる人は毎日飛行機の騒音
を聞いているのかと思うと悩ましい問題だと思
いました。また沖縄戦には全国の都道府県に加
えて朝鮮からも兵士が徴兵されていたことを知
り、驚きました。朝鮮から来た人は日本語もま
まならないまま、参戦させられていたのだと思う
と申し訳ない気持ちになりました。「朝鮮の人は、
たとえ米軍の捕虜になり拷問されても日本語が
分からないため情報が漏れる心配はないから軍
部にとって都合が良かった」という話を聞いて、
本当に酷いことをしていたのだなと思いました。

琉球大学では現在の基地問題について学びま
した。数年前、飛行機の部品が学校や保育園に
落ちたという事件を聞きました。幸い怪我人は
いなかったそうですが、もし誰かに当たってい
たらと思うと恐ろしくなりました。なるべく学
校等の上空は飛行しないという条約もあるそう
ですが、努力義務に過ぎないため実際には学校
の上空を毎日飛行機が飛んでいるようでした。

沖縄に米軍基地があることは知っていたけれ
ど、実際に見て感じたことは全然違いました。
沖縄に行くまではどこか他人事のように思って
いたけれど、沖縄に行ってとても身近なことに
感じました。基地については様々な意見もある
ため、一概に米軍基地はあった方がいい、ない
ほうがいいとは言えないが、これからもこの問
題を考えていかなければならないと思いました。

平和学習（沖縄戦）
上杉　遥音（２Ａ・稲付中）

沖縄での平和学習を通じて､ 戦争がいかに多
くの人々の命や生活を奪い､ 深い悲しみを生む
ものかを改めて知ることができました。ひめゆ
り平和祈念資料館での証言や展示は、ただの歴

史の事実ではなく､ 実際に生きた人々の苦しみ
として強く心に刻まれました。平和は当たり前
のものではなく､ 多くの犠牲の上に成り立って
いると感じました｡ これからは日々の生活の中
で､ 周囲の人と平和について考え､ 伝えていくこと
が大切だと思います｡

平和学習（米軍基地問題）
野村　彰宏（２Ｆ・武蔵野一中）

米軍基地問題の平和学習にて、私は嘉手納基地
周辺の影響について学びました。この日一番印
象に残ったのは、戦闘機による騒音です。実際
に聞いてみると、凄まじい音で驚きました。ま
た早朝から夜まで断続的に騒音が続くため、現
地の住民はこの音と共に暮らさないといけない

のが可哀想で仕方ありません。今でもアメリカ
軍に有利な条件が維持され、国や現地の住民が
大変な思いをしなければなりません。このよう
な実態を知り、ただ可哀想と思うことでは済ま
されないと感じました。今はもう「戦闘機かっ
こいい」と純粋には思えなくなってしまいまし
た。
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石垣島（コース別体験学習・カヌー＆マリン三種体験）
鈴木　萌希（２Ｄ・練馬区立中村中）

私はコース別体験学習にてカヌーを体験しま
した。カヌーをするのは２度目ですが、周りの
景色も川幅も全く異なっていました。想像して
いたよりも過酷で何度も何度も木や他のボート
にぶつかったりしましたが、無事に目的地に着
きました。

カヌーの後は川に沿ってぬかるんだ道を歩く
というものでした。一番深いところでは腰まで
波が来てとても寒かったです。

午後は沖縄で一番楽しみにしていたと言って
も過言ではないマリン体験でした。午前中はか

なり雨が降っていたのですが、午後にはすっき
りと雨が止んだため、思いっきり楽しめました。
３種類のマリン体験ではそれぞれ別の楽しみ方
がありましたが水中に落ちそうになればなるほ
ど、楽しかったです。下半身が全て水に浸かっ
てるくらい乗り物から落ちかけたこともあり、
スリル満点でした。ジェットコースターと海の
両方を味わっている感じがしました。水飛沫で、
目は染みて、口はしょっぱくなり、顔は乾くと
塩が結晶化していました。マリン体験後は、す
ぐにシャワーを浴びました。12月でも寒さは感じ
ず、貴重な体験ができて良かったです。

石垣島（コース別体験学習・西表島トレッキング）
青木　千紘（２Ｅ・神明中）

私は西表島でトレッキングをした。自然が豊
かで、いままで感じたことの無い壮大さや、全
てを飲み込んでしまうような力を感じた。人間
は自然には敵わないと良く言うが、まさにこの
自然には勝てないなと思った。山を登っている

時に、水が湧いているところが沢山あって、と
ても綺麗だった。マリユドゥの滝では、雨の影
響もあり流量がとても多く、大きな音を鳴らし
ながら水が流れていてとても迫力があった。滝
を見ながらご飯を食べた。滝の音に癒されなが
ら食べるお弁当はとても美味しかった。

石垣島（コース別体験学習・黒島研究所）
永瀬　拓未（２Ｇ・赤塚三中）

私は黒島を訪れて海洋研究所へ行った。３日
目まで沖縄の自然を眺めることはできたが、あ
まり詳しく学ぶ機会というのは少なかった。特
に海の生き物のことはあまり知らず、学芸員の
方のお話を聞くのがとてもおもしろかった。ウ
ミガメの生態などについてだけではなく、実際
に小さなウミガメを持ち上げたり、撫でること
ができた。更に体重28kgもある大きなウミガメ
を運んだり、大きさを測ったりするなど貴重な
体験もできた。ウミガメだけではなく、沖縄に
棲んでいるウツボやサメ、陸上にいる孔雀やヤ
ドカリについても知ることができてとても楽し
かった。

黒島研究所で伺ったお話で特に印象に残った

のは、絶滅危惧種のアオウミガメが同じく絶滅
危惧種の海藻を食べている点だった。ウミガメ
の保護を重視しすぎた結果、ウミガメが異常に
増え、その結果生態系のバランスが崩れている
ようで、環境（生態系）問題もとても難しい課
題だと思った。

その日の午後は石垣焼づくり体験をした。石垣
島の文化などを知る機会にもなった。実際、石
垣島の人たちと話す機会はそれまで全く無かっ
たが、お話を聞くと東京とは言葉が全く異なっ
ていて興味深かった。おじいさんと話したとき
は、独特な方言にとても興味を覚えた。

この日まで沖縄と言えば、どちらかというと
軍事問題のことを私は意識していた。しかしこ
の日ウミガメたちの話を聞いて、生き物と自然
の大切さも深く考えるべきだと感じた。
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毎
月
の「
こ
と
ば
」
と

　
　
　
共
に
振
り
返
り
︱
常
時

第
一
学
年
主
任

田
口

裕
基

◇
四
月
の
こ
と
ば

《
通
学
環
境
の
変
化
に
慣
れ
よ
う
！
》

四
月
六
日
の
入
学
式
は
曇
り
。
鶴
高
を

代
表
す
る
雨
男
雨
女
三
人
衆
が
揃
っ
て
い

る
こ
の
学
年
に
し
て
は
、
こ
の
天
気
は

上
々
。
幸
先
良
さ
そ
う
。

◇
五
月
の
こ
と
ば

《
一
五
二
五
家
庭
学
習
の
習
慣
化
》

四
月
の
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
平
日
一
時
間
三
十
分
、
休
日
二
時

間
三
十
分
と
い
う
目
標
を
立
て
た
。
九
月

の
ス
タ
サ
ポ
で
の
変
化
に
期
待
！

◇
六
月
の
こ
と
ば

《
文
武
両
道
へ
の
挑
戦
》

文
化
祭
で
の
合
唱
コ
ン
テ
ス
ト
、
そ
の

後
の
一
学
期
期
末
試
験
、
さ
ら
に
は
本
格

的
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
部
活
動
と

同
時
進
行
で
ど
れ
も
手
を
抜
か
ず
全
力
投

球
さ
せ
た
い
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
。

◇
七
月
の
こ
と
ば

《
一
学
期
の
総
決
算
！！
》

生
徒
、
保
護
者
、
そ
し
て
教
員
そ
れ
ぞ

れ
が
激
動
の
一
学
期
を
振
り
返
り
、
夏
季

休
暇
を
計
画
的
に
使
い
、
二
学
期
以
降
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

◇
九
月
の
こ
と
ば

《
学
習
モ
ー
ド
へ
ス
マ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
》

約
二
ヶ
月
ぶ
り
に
通
常
授
業
を
受
け
る

よ
う
に
な
る
九
月
初
め
が
ツ
ラ
イ
の
は
生

徒
・
教
員
・
保
護
者
も
一
緒
。
自
分
だ
け

で
は
な
い
、
と
い
う
大
ら
か
な
キ
モ
チ
を

持
ち
な
が
ら
、
焦
ら
ず
急
い
で
ギ
ア
チ
ェ

ン
ジ
。

◇
十
月
の
こ
と
ば

《
未
来
を
拓
く
家
庭
学
習
一
五
二
八
》

九
月
の
ス
タ
サ
ポ
の
結
果
か
ら
、
本
校

一
学
年
生
徒
の
家
庭
学
習
時
間
不
足
が
よ

り
深
刻
化
し
て
い
る
事
実
が
判
明
。
そ
こ

で
国
公
立
に
現
役
合
格
し
た
先
輩
の
同
時

期
の
平
均
学
習
時
間
を
目
標
に
設
定
し

た
。

◇
十
一
月
の
こ
と
ば

《「
チ
リ
ツ
モ
」
を
実
践
》

二
学
期
中
間
～
期
末
ま
で
は
授
業
日
数

が
五
十
一
日
も
あ
り
、
日
々
の
積
み
重
ね

が
大
き
な
差
と
な
る
こ
と
を
自
覚
し
て
も

ら
い
た
い
の
で
、
こ
の
言
葉
を
掲
げ
た
。

◇
十
二
月
の
こ
と
ば

《
記
憶
よ
り
記
録
》

《
未
来
を
拓
く
家
庭
学
習
一
五
二
八
》、

《「
チ
リ
ツ
モ
」
の
実
践
》
を
実
感
し
て

も
ら
う
た
め
に
二
学
期
中
間
試
験
以
降
、

Classi

の
学
習
記
録
へ
の
記
録
の
徹
底
を

図
っ
て
き
た
。
人
の
記
憶
は
都
合
よ
く
書

き
換
え
ら
れ
る
も
の
。
高
校
三
年
間
で
ど

れ
だ
け
学
習
し
た
の
か
を
記
録
し
て
、
自

分
の
抜
け
漏
れ
の
把
握
に
も
活
用
し
て
ほ

し
い
。

時
間
や
体
験
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と

第
二
学
年
主
任

相
沢

由
美

「
最
初
で
最
後

み
ん
な
で
作
ろ
う

お
っ
き
な
輪
」

こ
れ
は
、
修
学
旅
行
委
員
の
生
徒
た
ち

が
決
め
た
修
学
旅
行
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
を
見
た
と
き
か
ら
惹
か
れ
る
思

い
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
加
え
て
発
案
者
の

生
徒
が
「
先
生
を
含
め
た
学
年
全
体
で
仲

を
深
め
て
つ
な
が
り
を
増
や
し
て
、
学
年

全
体
の
輪
を
大
き
く
し
た
い
」
と
い
う
目

標
と
、
こ
れ
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
「
三

年
で
の
体
育
祭
、
文
化
祭
、
受
験
な
ど
の

令和６年度 この一年
学年レポート
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学
年
で
動
く
際
に
、
協
力
し
て
困
難
を
乗

り
越
え
る
関
係
性
を
こ
の
修
学
旅
行
で
築

き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
学
年
集
会
で
披

露
し
て
く
れ
た
。
ま
さ
に
学
年
主
任
と
し

て
自
分
自
身
が
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ

り
、
こ
う
し
た
思
い
を
抱
い
て
く
れ
て
い

る
い
か
に
も
鶴
高
生
ら
し
い
四
百
五
名
の

生
徒
が
目
の
前
に
い
る
こ
と
が
こ
の
一
年

の
原
動
力
で
あ
っ
た
。

ふ
り
か
え
れ
ば
二
学
年
で
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
は
一
人
の
力
で
は
成
し
え
な
い

こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
校
外
授
業
で
の

飯
盒
炊
飯
と
カ
レ
ー
作
り
、
遊
園
地
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
パ
レ
ー
ド
を
再
現
し
た

鶴
ヶ
丘
祭
、
大
玉
転
が
し
や
ク
ラ
ス
対
抗

リ
レ
ー
、
応
援
合
戦
で
盛
り
上
が
っ
た
体

育
祭
、
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え
て
新
し
い
経

験
を
し
、
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
笑
顔
が

絶
え
な
か
っ
た
修
学
旅
行
、
そ
し
て
三
学

期
に
予
定
し
て
い
る
学
年
企
画
。
目
的
や

目
標
を
共
有
し
た
二
学
年
と
い
う
大
き
な

チ
ー
ム
が
挑
め
ば
、
想
像
を
超
え
る
成
果

を
生
み
出
す
こ
と
を
幾
度
と
な
く
実
感
し

て
き
た
。

さ
ら
に
学
校
行
事
だ
け
で
な
く
探
究
活

動
で
は
、
探
究
テ
ー
マ
を
深
彫
り
す
る
た

め
、
チ
ー
ム
単
位
で
一
般
企
業
ま
た
は
大

学
教
授
に
取
材
に
行
く
こ
と
を
課
し
、
ア

ポ
取
り
か
ら
実
際
の
取
材
ま
で
を
生
徒
だ

け
で
取
り
組
ま
せ
た
。

昨
年
度
の
こ
の
時
期
は
「
世
界
は
誰
か

の
仕
事
で
で
き
て
い
る
」
が
学
年
の
ホ
ッ

ト
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
鶴
高

生
活
か
ら
、
生
徒
た
ち
は
舞
台
の
表
裏
を

問
わ
ず
、
誰
か
の
た
め
に
、
社
会
の
た
め

に
、
自
然
環
境
の
た
め
に
み
ず
か
ら
の
力

を
尽
く
す
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
て
く
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
ん
な
生
徒
た
ち

と
過
ご
せ
る
の
も
あ
と
一
年
。
最
後
の
一

年
も
ま
た
か
け
が
え
の
な
い
時
間
に
な
る

だ
ろ
う
。
次
年
度
に
向
け
た
準
備
が
始

ま
っ
て
い
る
。

三
年
間
を
振
り
返
っ
て

第
三
学
年
主
任

齋
藤

純

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
適
用
さ
れ
た
初
め

て
の
学
年
の
た
め
心
配
な
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
生
徒
・
保
護
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
卒
業
式
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

私
が
学
年
主
任
と
し
て
意
識
し
て
い
た

こ
と
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
学
校
生

活
を
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う

常
に
考
え
る
こ
と
、
保
護
者
と
で
き
る
だ

け
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
、
学
年
の
教
員

が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
で

す
。
生
徒
・
保
護
者
・
教
師
の
三
者
が
よ

い
関
係
で
あ
る
こ
と
で
教
育
効
果
が
高
ま

る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
果
た
し
て
う
ま

く
で
き
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
を
意
識
し
て
臨
ん
だ
学
年
行

事
を
少
し
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
諸
君
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？
入
学

当
初
は
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五

類
へ
の
移
行
前
だ
っ
た
た
め
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
宿
泊
が
で
き
ず
、
学
校
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
後
輩
が
泊
ま
っ

て
い
る
の
で
自
分
達
も
泊
ま
り
た
か
っ

た
！
と
の
声
が
あ
っ
た
の
は
知
っ
て
い
ま

す
が
、
学
校
で
で
き
る
精
一
杯
の
内
容
に

し
た
つ
も
り
で
す
。
許
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
校
外
授
業
は
お
台
場
、
鎌
倉
、
横

浜
に
行
き
、
探
究
活
動
を
取
り
入
れ
る
新

し
い
試
み
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
面
白
い
作
品
も

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

二
年
次
の
修
学
旅
行
で
は
、
先
生
方
で

長
時
間
話
し
合
い
プ
ラ
ン
を
練
り
ま
し

た
。
み
ん
な
に
と
っ
て
は
携
帯
で
写
真
を

撮
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
（
笑
）。
修
学
旅
行
が
一
番
の
思
い

出
と
回
答
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見

て
、
苦
労
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
な
ぁ
と
し

み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
三
年
の
最
後
に
は

生
徒
達
だ
け
で
企
画
・
運
営
を
す
る
学
年

レ
ク
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
自
ら
考
え
動

く
こ
と
が
で
き
る
姿
に
成
長
を
感
じ
ま
し

た
。入

学
式
で
保
護
者
に
話
し
た
こ
と
で
す

が
、
み
ん
な
に
目
標
に
し
て
ほ
し
い
こ
と

は
志
望
校
へ
の
合
格
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
将
来
、「
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
」
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
せ
の
形
は

ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
本
校
で
経
験
し
た

こ
と
を
生
か
し
て
、
自
分
の
幸
せ
の
形
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間
で
し
た
。
改

め
て
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と

う
。
み
ん
な
が
鶴
高
の
思
い
出
を
胸
に
大

き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
ま
す
。
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令和６年度　総合型・学校推薦型選抜合格者報告会　進路指導部　谷口富太郎

１月2５日（土）1３時20分より、１・２年生の希望者を対象に、「令和６年度総合型・学校推薦
型選抜合格者報告会」を開催しました。報告者は６名、受講者は10９名で、昨年の４倍を超える
参加者が集まり、入試に向けた意欲の高さがうかがえました。

３年生はパワーポイントの資料を活用し、それぞれ工夫を凝らした発表を行い、受講生徒はメ
モをとりながら真剣に耳を傾けていました。質疑応答も活発に行われ、非常に意義のある報告会
となりました。

報告大学（発表順）
　・国際基督教大学　　教養学部　アーツ・サイエンス学科　　＜総合型＞
　・上智大学　　　　　経済学部　経済学科　　　　　　　　　＜学校推薦型＞
　・同志社大学　　　　経済学部　経済学科　　　　　　　　　＜総合型＞
　・日本大学　　　　　芸術学部　音楽学科　弦管打楽コース　＜総合型＞
　・慶應義塾大学　　　法学部　　法律学科　　　　　　　　　＜総合型＞
　・川崎市立看護大学　看護学部　看護学科　　　　　　　　　＜学校推薦型＞

主な報告内容
　・入試概要（面接・小論文・課題・資格など）
　・入試準備（受験を決めた時期・準備内容など）
　・オープンキャンパス・入試説明会への参加（積極的な質問）
　・部活動と勉強の両立
　・１日の勉強時間（時間の使い方）
　・学校の授業の大切さ
　・全体的なアドバイス
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カナダセメスター留学とは、カナダの公立高校にて８月～ 12月までの１学期間（セメスター）
留学し、３学期から元の学年に復学するという留学制度です。海外の高校で４ヶ月間生活し、
生きた語学力を身につけるとともに、国際的な資質を養うことを目的としています。

中島　結愛（２Ｄ・亀戸中）
カナダでの留学を通して、自分から積極的

に動かないと友達ができないことを実感しま
した。カナダに着いた当初は英語があまり得
意ではなかったのですが、「英語は自分で勉
強するもの」であり、意思疎通の手段の一つ

だと考えを改めました。それ以降は英語を読
むことや聞くことが苦ではなくなりました。
また、学校のパーティーや様々な観光地を訪
れるなど、普段できない貴重な体験をするこ
とができました。今後もこの経験を活かして
いきたいです。

伊東　愛莉（２Ｉ・松木中）
初めて訪れる地で慣れない英語を使いなが

ら授業を受け、ホストファミリーと生活する
毎日はとても難しいことでした。それでもこ
の経験が私を大きく成長させてくれたと今は
実感しています。留学中に最も大切だと感じ
たのは、自分から一歩踏み出す勇気を持つこ
とです。そうすることで、友達や先生、ホス
トファミリーから温かいサポートを得ること

ができました。また留学先でクラブ活動とし
て参加していたバンドでは、日本での経験を
活かしてメンバーと教え合うこともでき、充
実した時間を過ごせました。

日本人とは異なる価値観や生活習慣に触れ
ることで、たくさんの新しい発見がありまし
た。この留学で学んだことを忘れずさらに成
長し続けたいと思います。

鈴木　　葵（２Ｊ・桜丘中）
４ヶ月間のカナダ・セメスター留学を通し

て、語学力だけでなく、行動力やコミュニケー
ション能力、生活力も身につけることができ
ました。現地でしか体験できない多くの貴重
な経験を積み、異文化への理解や関心がより

一層深まりました。特にホストファミリーや
現地の友人、ヨーロッパからの留学生と交流
する中で、さまざまな価値観に触れ、視野が
大きく広がりました。この留学で得た学びや
経験を、今後の学びや将来の目標にしっかり
と活かしていきたいと思います。

カナダセメスター留学を終えて
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■スキー部
▽全国・関東高等学校スキー大会東

京都予選会
　（１/５～８ 於：鹿沢スノーエリア）
　女子スラローム
　　第４位　石井咲亜耶

（１Ａ・筑波大附属中）
　　第1９位　山下小柚妃（３Ｉ・旭中）
　　第2３位　山下　真矢

（２Ｄ・菅生中）
　　第27位　大塚　美空

（２Ａ・茅ケ崎中）
　　第2９位　福村　果南

（２Ｆ・桜木中）
　　第３1位　中村　美蘭

（２Ｄ・大泉二中）
　男子スラローム
　　第７位　近藤　純太

（１Ｈ・瀬田中）
　　第３３位　中谷　優心

（３Ｂ・高津中）
　　第４7位　牛山　陽登

（３Ｈ・西生田中）
　女子ジャイアントスラローム
　　第７位　石井咲亜耶
　　第22位　山下小柚妃
　　第2５位　山下　真矢
　　第３1位　大塚　美空
　　第３５位　福村　果南
　　第３8位　中村　美蘭
　男子ジャイアントスラローム
　　第５位　近藤　純太
　　第2３位　中谷　優心
　　第４９位　牛山　陽登
　◆全国大会出場権獲得◆
　　石井咲亜耶
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　近藤　純太
　　　（男子スラローム・男子ジャイアントスラローム）
　◆関東大会出場権獲得◆
　　石井咲亜耶
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　牛山　陽登
　　　（男子スラローム・男子ジャイアントスラローム）

　　大塚　美空
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　近藤　純太
　　　（男子スラローム・男子ジャイアントスラローム）
　　中谷　優心
　　　（男子スラローム・男子ジャイアントスラローム）
　　中村　美蘭
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　福村　果南
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　山下小柚妃
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　山下　真矢
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
■アメリカンフットボール部
▽第2４回STICK BOWL（関東高校選

抜対抗戦）
　（12/28 於：駒沢第二球技場）
　東京都選抜チーム
　（選手）
　　谷地　　宙（２Ｋ・西宮中）
　　菅家幸太朗（２Ｊ・石神井西中）
　　関戸　　悠（２Ｄ・墨田中）
　　堀岡　瑞生（２Ｊ・船橋希望中）
　（マネージャー）
　　秋元　彩愛（２Ｂ・尾山台中）
　　中島　理愛（２Ｈ・中野七中）
　　吉田　　柚（２Ｊ・南中野中）
　（戦績）
　　東京選抜A 2５－0 SICN選抜
　　東京選抜B 10－22 神奈川選抜
▽ 第1４回NEW YEAR BOWL（ 関 東

地区選抜・関西地区選抜対抗戦）
　（１/12 於：富士通スタジアム川崎）
　東京都選抜チーム
　（選手）　菅家幸太朗
　　　　　関戸　　悠
　（戦績）
　　東京選抜 ４2－0 滋賀・京都・東海選抜
■男子ソフトテニス部
▽新進団体選手権（インドア予選）（11

/2３、12/2９）
　ブロック
　　１戦目　本校３－0戸山

　　２戦目　本校３－0足立学園
２回戦　　本校２－１錦城
３回戦　　本校0－２清瀬

　※男子団体ベスト1６
■バトントワリング部
▽令和６年12月第28回シニアバトン

トワーリングフェスティバル 出演
▽令和７年１月東京都バトン協会バ

トントワーリングコンテスト世田
谷区大会

　入門・初級　金賞受賞
　　前原芽莉紗（１Ｂ・井荻中）
　入門・初級・中級金賞受賞　
　　谷知日奈子

（１Ｈ・横浜市立岡野中）
■放送部
▽第４7回東京都高等学校文化祭（地

区大会11/10、中央大会11/17）
　【ビデオメッセージ部門】
　第１位　Kendama2.0
　制作代表
　　竹野　　純（２Ｅ・美しが丘中）

※全国高等学校総合文化祭（かが
わ総文祭202５）出場決定

　【オーディオメッセージ部門】
　第３位　流れながれて
　制作代表
　　島　亜津希（２Ｈ・菅生中）
　【オーディオドラマ部門】
　第２位　天空、香る。
　制作代表
　　中村　心咲（１Ｈ・稲田中）
■料理部
▽おにぎりアクション参加（11/1５）
　【チュモッパ、豚キムチーズトマト

おにぎり、チャーハンにぎり】
▽ケーキ講習（12/1６）
▽クリスマスケーキ受注 for ウエイト

リフティング部（12/2４）
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第２学年沖縄修学旅行




